








要約：わが国の事故モニタリングとしては大規模な独立した事故サーベイランスシステム

を持つことが望ましいが、費用等のことを勘案して、既存のデータの積極的利用とそのデ

ータベース化健康診査を定点とする新しいサーベイテンスシステムの構築、データの分析

委員会の設置により機能すると考えられた。また、最も経済効率のよい事故防止対策は経

済効率だけを考えれば法的観制であるが現在の社会では過度の規制による事故防止は望ま

しいことではなく、健診の場を利用した事故防止の指導が健診率が高いこと、繰返し指導

ができることより最も望ましい方法である。健診項目内容の見直しを実施し,事故防止の

指導を現行の健診システム内に組み込むのが最も効果的で経済的と結論された。


